子規の 自筆 を 二つ 持って いる。 その 一 つ は 端 書で 

「今朝 ハ 失敬、 今日 午後 四時 頃 夏 目 来訪 只今 (九 時) 帰 

やらいち よう あざ 

申 候。 寓所ハ 牛 込 矢来 町 三番 地 字 中 ノ丸丙 六 〇 号」 と 

ある。 片仮名 は 三 字 だけで ある。 「四時 頃」 の 三 字 は 

あとから 行の 右側へ 書き入れ になって いる。 表面に は 

にし かたまち かみね ぎし 

「駒 込 西 片町十 番地い ノ 十六 寺 田 寅彦殿 上 根 岸 八 

つねの リ したや 

十二 正 岡 常規」 と あり、 消印 は 「武蔵 東京 下 谷 卅 

三年 七月 二十四日 ィ便」 となって いる。 これ は、 夏 目 

先生が 英国 へ 留学 を 命ぜ られ たために 熊 本 を 引上げ て 

上京し、 奥さんの おさとの 中 根 氏の 寓居に ひと 先ず 落 

着かれた ときの ことで あるら しい。 先生が 上京した 事 



を わざわざ 知らして くれた ものと 思われる。 その 頃自 

分 は 大学 二年生で あつたが、 その 少し 前に 郷里から 妻 

を 呼びよ せて 西片 町に 家 を もつ ていたの である。 

「今日」 と あるの は 七月 一 一十三 日だろう と 思われる の 

は 消印が 二十四日の ィ便 であるのに 「只今 (九 時) 帰 

申 候」 と あるから である。 夏 目先 生が 帰って からすぐ 

に 筆 をと つて この 端 書 を かき、 そうして、 おそらくす 

ぐに 令妹 律 子さん に 渡して ポストに 入れさせ たので は 

ないかと も 想像され る。 それが 最後 の 集 便 時刻 を 過ぎ 

ていたので 消印が 翌日の 日附 になった ものであろう。 

それ はとに かく 「四時」 「九 時」 と 時刻 を 克明に 書い 



ている 所に 何となく 自分の 頭に ある 子規と いう 人が 出 

て いるよう な 気がする。 そうかと 思う と 日附は 書いて 

な いのも 何となく 面白い。 

配達 局の 消印 も 明瞭で 駒 込 局の 口 便に なって いる。 

一体に その 頃の 消印 ははつ きりして いたが、 近頃の は 

捺し 方が ぞんざいで 不明な のが 多い ような 気がする。 

こんな 些 末な ところに も 現代の 慌だ しさが 出て いるか 

もしれ ない と 思われる。 

もう 一 つの 子規 自筆の 記念品 は、 子規の 家から 中 村 

ふせつ 

不 折の 家に 行く 道筋 を 自分に 教える ために 描いて くれ 

た 地図で ある。 子規 常用の 唐紙に 朱 S を 劃した 二十 四 



昔の 姿が 残って いるが 昔の こん もりした 感じ はもうな 

ヽ o 

レ 

鶯 横町の 椎の 茂り を 見た だけで 満足して そのまま 

帰って来て よかった ような 気がする。 三十 年 前の 錯覚 

だらけの 記憶 を そのまま 大事に そつ としてお くの も 悪 

く はない と 思う ので ある。 

帰って から 現在の 東京の 地図 を 出して 上 根 岸の 部分 

を 物色した が、 図が 不正確な せいか 鶯 横町 も 分らない 

し、 子規 自筆 地図に ある 二つの 袋 町 も 見えない。 こと 

によると ちょうど その 辺 を 今 電車が 走つ ている のか も 

しれない ので ある。 



(昭和 九 年 八月 『東 炎』) 
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